
桂坂 にこにこ なかよし あんぜん 登校 保護者の皆様へ〜趣旨をご理解ください〜 

登校班で、登校のしかたを決めよう。（８時５分〜25 分に校門をくぐるために） 

○赤 …話し合って決めること ○青 …決まっていること ※…こころがけること 
 

１ 集まる場所（      ） 集まる時刻（      ） 
   ※はやすぎないように、おくれないように、よく考えて集まろうね。 

２ みんな集まったかな︖（だれが来ていて、だれが来ていないか、 
班長は確かめてね。このとき、おたがいあいさつできるといいね） 

３ 出発する時刻（      ） そろったメンバーで出発しよう。 
４ 歩き方（ 列になって ・ 数人ずつ固まって ・ 自分のペースで ） 
   ※ただし、どの歩き方でも、低学年の子がひとりぼっちになったり、 

おいてけぼりになったりしないように、気をつけてあげよう。 

 

令和５年度から、桂坂小学校ならではの登校（集団的な登校）を導入しています。
令和６年度末、これに「桂坂 にこにこ なかよし あんぜん 登校」とネーミングしました。 
＊ 集合時刻は、8:05〜8:25 の入門時間帯から逆算して、登校班ごとに決めて

います。そこには、「間に合うように」だけではなく、「あせらず、ゆとりをもって」という
大切な観点も組み込まれています。「集合する」「同じ登校班の友だちが集まった
か確かめる」「そろって出発する」という目標をもつことが、規則正しい朝を迎える一
つの指針となる、と考えています。 

＊ 集団登校は、「集団で登校する」「一列になって歩く」こと最優先するため、個々
の家庭の都合や子どものペースに合わせづらくなります。また、「集まれないこと」
「並んで歩けないこと」に起因して、子どもどうしのトラブルが生じ、朝から気持ちよく
登校できない可能性も大きくなります。 

＊ 地域のつながり、子どものつながりが希薄になりつつある現代において、学校では
「たてわり活動」に力を入れ、異学年でも顔と名前が分かる、互いに思いやりの気
持ちをもって協力できる関係づくりに努めています。ご近所の児童が集合して顔を
合わせる、お互いあいさつしたり声を掛け合ったりする、そのこと自体が大切な「た
てわり活動」であると考えます。実際、上級生が下級生に温かく接する場面が多く
見られます。 

＊ 集団で行動することで、目に付きやすくアピール効果が高い、規律が守られる、と
いう側面はありますが、集団だから安全というわけではありません。前が走ったら走
り出す、前について歩くだけで自分の目で安全確認をしない、という危険性もある
のです。何より大切なのは、子ども一人一人が自分の安全に自分で責任をもつ
意識を育てることです。 

＊ 一方で、一人でポツンと歩くのは、防犯上心配な面があります。そばに友だちが
いるだけで、悪意ある人物の接近を抑止する力が増します。また、体の小さな小
学生は、いろんな場面で死角に入りやすいため、複数で行動した方が交通安全
にも効果的です。 

 
にこにこ 
なかよし 

＊ 規則正しい生活を心がけ、朝、すっきりとめざめよう︕ 
＊ すすんで笑顔であいさつしよう。そうして、自分もまわりの人も笑

顔になるような気持ちのよい登校をしよう︕ 
＊ 次の気持ちを大切にして登校しよう︕ 

下級生を思いやる気持ち 
上級生を困らせない気持ち 
家族や地域の人、見守りの方々への感謝の気持ち 

＊ 声をかけあって登校するとやる気がわいてくるね︕ 

あんぜん ＊ いのちを守るために 油断せず安全第一で歩こう︕ 
走らない 交差点に走りこまない 
交通ルールを守る 
交差点、横断歩道は、落ち着いて「合図横断」 
はみ出さない 広がらない ふざけない 

＊ あせらずに、いそがずに。学校の門をくぐるのは 
８時５分〜２５分の間です︕ 

 


